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ABSTRACT

TheManjang gul cave（126046’18”E，33031′26〝N）islocatedin

KlmnyOng Ri，nOrthern extremity of Cheju province of Korea・

The cave system ofManjang gul caveis wellknown as the5th

longestand one ofthe most unlquelava cavesin theworld・

Qualltative analysIS uSing XRD of rock sample from the Man－

Jang gul caveis performed・Andesite forminglava stalagmlte

consistsmainlyofplaglOClase ThecrystalstructureofplaglOClase

is triclinic

l　はじめに

硯丈茄は大韓民国済州火山島の、北舘126046′18〝・東経33031’26〟に位置す

る溶岩洞窟である。萬丈窟に関する調査研究は、韓国側・洪始焼、日本側・小

川孝徳両氏を団長とする韓日合同済州島洞窟調査として数回実施されている

（洪始炊、1981小川孝徳、1981）。その他、苗丈洞窟の構造と形成過程（申裕

永、1981）、甫丈歯の水質汚濁分析（沢鍬、1988）、電丈窟双子石柱の化学分析

（沢掛ほか、1989）、鵠丈粛双子石柱のK－Ar法による年代測定（岡田利典は
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Ⅹ線回折法による苫丈舘石柱の定性分析（沢）

か、1989）などの研究がなされている。

筆者は苗丈窟双子石柱の試料をⅩ挽回折法によって分析した。得られた回折

角度・耐指数・半価幅および相対強度は、この試料が灰長石であることを指示

する。それらの結果について報告する。

2　実験方法

21ピーク・サーチの定性分析

試料の調製は・鵡丈窟双子石柱の一部をポールミルで粉砕した供試料を、

200メッシュ以下に粉砕した。

測定装置は、理学電機㈱製のⅩ線回折装置RINT－1500である。

測定条件は、TargetCu・FilterNi・50kV－20mA，Scanning speed30／

min・，Slit10－0・3mmLIO・DatasamplinglnterValO・020である。

定性分析の結束をFig・1にホした。

Figl X－raydlffract10nChartandpeak searcllSYStemOflava

StaIaFmlte from ManJangg111C8Ve

また、このテ一夕をピーク・サーチした結果をTablelに示した。





Ⅹ線回折法による班女應石柱の定性分析（沢）
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2．2　－次検索の定性分析

Ⅹ綴回折の定性分析を行うため、一次検索の測定条件とデータ処理方法は、

21と同株である。21と違うところは、検索条件である。換索ファイルは、鉱

物ファイルを用いた。検索方法はファイル1だけ検索する。元素指定方法とし

てほ、指定元素のみから成るものを用いる。灰長石の主成分はカルシウム・ア

ルミニウムおよび鉄であり、徴成分はマグネンウム・ナトリウム・アルミニウ

ム・シリコン・カルシウムおよびカリウムであり、不確定成分は水系・酸素お

よび炭素である。信底性係数計算方法は、角度・強度国子とも用い、信抵性係

数再評価を行った。その結果、Fig・2のように2βを3～80degの範囲内の

図形を表示することができた。
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Ⅹ線回折法による歯丈爵石柱の定性分析（択）

8⊂1000

28（CuK‘と）

Fig　2　Ⅹ－raydLfLractogramsoflavastalagmltelnManJang gulcave

by qualltatlVe analysIS Oflst search・matCh

Table2ほ、一次検索の定性分析を行った値である。

Table2　QualltatlVe ana】ysIS Oflst search－matCll

化　　　　学　　　　式

ANORTHITE，SODIAN，INTER

ANORTHITE，SODIAN，LOW

ALBITE，IiIGH

ANORTHITE，SODIAN，LOW

ALBITE，HIGH

6．9－0456lALBITE，CALCIAN，HIGH，SYN、∴工∴、・・：・

町＿竺空951F竺竺竺竺ITE，モ讐竺OAN

1120LO548巳ALBITE，CALCIAN，HIGH

12133rO657■FORSTERITE，FERROAN

13l13－0421PIGEONITE

i≡■．1；霊喜≡l芸認諾㌔ALCIAN・LOW

埋．＿竺：へ竺1邸．墾

日照
18　　　　18　　　531

Plus35chemlCalcomposltlOntO reIiablllty factor92．
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Ⅹ線回折法による闇文相石柱の定性分析（沢）

Table2の一次検索として50個の化学式を引き出すことかできた。この化

学式の娃準ピーク本数は、Nn35のMagnesioferrite，High Synと　帖37

のMontmorillonite（モンモリロナイト）－15Aを除くと、18本である。混低

【一致本数はNn37の二Montmorillonite－15Aの6からスタートし、最低一致

本数の18はNm2・Nh4～7・Nn9および【mllである。一致判冠詔容幅は3

であり、仁一．煩性計数闘値か50である。信析性計数の最高値はN0．1のAnorthite

（U（長石），Sodian，Interで631である。その結果、この満丈盾の主成分は

Anorthite（灰長忙†＝CaA12Si208）であることがわかった。これは、Table2

の：‰1～9に占めていることによって認められる。

23　二次検索の定性分析

Ⅹ線「r・1折の定性分析を石うために、二次検索の測定条件とテ一夕処理の方法

は21と同校である。22において行った一次枚東のテ一夕をヘースにして回

k 

20－057 28－802 �� 

28（CuKd） 

Fig　3　QualltatlVC analysIS Oflst search・matCh oflava stalagmlte

ln M‘lnJang gtll cave
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Ⅹ怒知り折法による苗丈慮石柱の定性分析（沢）

折図形を行ったのかFig．3である。

Fig・3における上の図形はFig2と剛葦に、「111折角度を20として、3か

ら8ndegまでを図示したものである。これに対応するJ乳形を検索するため、

Tablc2を引jJJした′，Nllのカ山トN118－1202（Anorthite，Sodian，Inter）

はィ．働性計数から調へると鶏丈窟双√石柱の成分と一致する′・1㌧が多いためプ。

ットし釆二〕

Nn2のか－トは、Nn20－0528（Anorthlte，Sodian，Low）てある。この二

椎は同様な型であるため、Nu3のカLドNn20－0572（Albite＝CaAISi30臣

High）を岡′」ヾした。一方、ィ．．頗性計数は138で小さいけれども、Nn29のカー

ドNct19－0629〔Magnetlte（磁鉄鉱）、Syn〕をプロットしたっ

3　検　　　討

長石〔feldspar）は、単斜晶系に属する正長不■、サ二テノンかあり、三斜晶

系に属する徽斜長石、曹徴斜長石、および斜長石がある。御長持二一には、曹長

イ一、椚蟻千丁、小性長イ・、曹灰長石、亜朕長石およびJ火長石がある。異閑は

（010）と用01）面に甚だ完全である。硬度は6～65、比重は25～29である

が、多くは255～275である。

灰長石は斜長石の一蔵で、化学式はCaA12Si208である。結晶棟道は、三斜

晶系に属し、矧卿ま（010）と（001）画である。灰長石は、酢長石分子10％を

含むものまでをいう∩硬度は6～65、比重は274～2．76、純粋のものの主屈

折率はαヒ1575、β＝1583およびr＝1588である。lJ本では、火山島で

ある三宅島や博前なとからの産出が知られている。

Tablelにおいて、ピーク・サーチによって、ASTMカートの番号20一つOA

と対応させた。格了定数はα。＝8・177Å、わ。＝12877ÅぉよひC。＝14．169Åで

あり、Ⅹ線による襟度2760（g／Cln3）てある。

4　む　す　び

済州火山はの揖丈霜（イ謙二のⅩ線回折図形によって、化合物か隠性された。そ

の結果は次のとおりである。
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Ⅹ線回折法による蘭丈描石柱の定性分析（沢）

（a）ピーク・サーチの定性分析

回折角度の2β＝（13．68－78．60）Åの範囲において、それぞれ93のピーク

をサーチし、商聞隔・強度値・半価幅および相対強度（Ⅰ／Ⅰ。）を求めること

ができた。

（b）一次検索の定性分析

苗丈窟石柱成分に近い化学式を決定するため、標準ピーク本数・一致本数

および信頗性計数を求めることができた。その信敵性計数の大きい値（631）

に対Jlt、するのが、カードNa18－1202のAnorthite（灰長石）Sodian、Inter

であることがわかった。

（C）格子定数の計算

結晶構造は三斜晶系である。この三斜晶系における画指数滋　ASTM20－

20Aを引用した。その結果、格子定数α。＝8．177Å、わ。＝12．88Åぉよび

C。＝14・17A、Ⅹ孤による襟度Dx＝2・76g／cm3である。
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